
教
室
風
景

明
治
三
十
五
年
三
月
四
日
、
六
日
、

記
事
を
転
載
す
る
。

績
東
京
美
術
學
校
参
観
記

濱

生

去
る
金
曜
日
、
午
前
九
時
寓
居
を
出
て
、
人
車
を
騒
り
て
東
蛋
に
向
ふ
、
其

目
的
は
、
豫
て
本
紙
に
記
載
し
た
り
し
東
京
美
術
學
校
、
第
二
回
の
参
観
と

し
て
、
同
校
を
見
舞
は
ん
が
為
め
な
り
、
銚
日
は
、
肌
に
漆
工
科
、
錨
金
科

を
瞥
見
せ
し
の
み
に
て
、
其
他
の
数
室
を
見
る
の
退
な
か
り
し
を
以
て
逍
憾

な
が
ら
余
が
為
め
に
案
内
の
努
を
取
ら
れ
し
同
校
職
員
辻
村
松
華
と
、
再
會

を
約
し
て
訣
れ
を
告
げ
た
れ
ば
、
今
回
は
其
約
を
履
ん
で
、
参
観
を
為
し
た

る
な
り
、
辻
村
氏
本
姓
は
近
藤
、
今
は
養
家
の
姓
を
冒
し
て
、
辻
村
と
稲

す
、
前
回
に
近
藤
松
華
と
せ
し
は
、
今
回
の
辻
村
に
し
て
、
此
事
讀
者
の
便

宜
の
為
め
、
預
め
此
所
に
加
筆
し
猶
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
要
あ
る
な
り

先
づ
営
日
同
校
表
門
を
入
り
て
、
左
に
學
士
會
院
の
前
を
通
り
て
、
漆
工
科

に
至
る
、
途
中
梅
樹
菅
を
破
つ
て
、
紅
花
芳
香
を
放
ち
、
人
を
し
て
仰
視
羨

涎
に
堪
へ
ざ
ら
し
む
、
東
憂
の
春
色
緑
な
ら
ざ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
、
桃
櫻
梅

李
の
眺
め
、
又
一
府
な
り
、
到
れ
ば
松
華
氏
盛
ん
に
業
を
執
り
つ
4

あ
り
、

二
霞
直
ち
に
過
刻
の
長
坐
を
謝
し
、
第
二
の
約
を
履
む
べ
く
束
り
し
旨
を
告

げ
、
授
業
の
隙
も
あ
ら
ば
、
余
が
為
め
に
案
内
せ
ん
こ
と
を
需
む
氏
直
ち

に
之
を
諾
し
、
休
暇
時
間
来
る
や
否
や
、
余
を
導
き
て
各
教
室
の
参
観
を
為

さ
し
め
た
り
。

先
づ
彫
刻
科
の
一
部
た
る
塑
造
室
に
入
り
て
、
石
脊
の
人
像
を
見
る
、
婦
人

④
 

涯

八
日
の
『
民
声
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た

の
裸
閥
立
像
二
は
、
辛
ふ
じ
て
形
の
み
出
来
上
れ
り
、
受
持
教
師
は
、
今
や

人
頭
の
石
脊
附
着
に
忙
は
し
か
り
き
、
而
し
て
叉
其
側
ら
な
る
一
人
の
生
徒

は
繋
を
以
て
、
石
音
面
の
覆
土
を
剥
ぎ
つ

4
あ
り
、
其
技
頗
る
熟
せ
り
四

〔
マ
マ

〕

肉
に
は
多
く
の
人
体
模
型
を
飾
り
置
く
と
雖
も
西
洋
人
と
日
本
人
と
を
比
較

す
れ
ば
、
何
と
な
く
邦
人
の
植
格
の
方
劣
等
な
る
の
歎
あ
り
ア
、
。

石
行
工
場
を
辟
し
て
、
モ
デ
ル
塑
造
室
に
入
る
、
余
は
此
室
の
事
を
記
す
る

に
先
ち
、
説
明
便
利
の
為
め
、
彫
刻
科
な
る
も
の
4

、
如
何
な
る
種
類
を
含

み
居
れ
る
か
を
述
べ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

彫
刻
科
と
は
、

木
彫
、

牙
彫
、

石

彫
、
塑
造
の
各
種
を
含
有
せ
る
複
雑
な
る
學
科
な
り
、
而
し
て
彫
刻
者
に
於

て
は
、
塑
造
の
技
に
熟
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
精
妙
な
る
製
作
を
為
す
事
能
は

ざ
れ
ば
、
木
彫
と
牙
彫
と
石
彫
と
を
問
は
ず
、
皆
生
徒
を
し
て
油
土
を
以

て
、
模
型
を
精
細
に
作
り
出
さ
し
む
る
事
に
注
意
す
、
余
が
観
し
モ
デ
ル
塑

造
室
に
は
、
二
人
の
少
女
あ
り
、

ー
は
十
二
歳
、

一
は
十
六
歳
位
に
し
て
、

此
二
少
女
は
、
密
閉
せ
ら
れ
た
る
数
室
内
に
在
り
て
、
裸
体
と
な
り
、
暖
懐

の
火
氣
盛
な
る
側
に
立
ち
て
、
受
持
教
師
監
督
の
下
に
、
生
徒
は
熱
心
に
買

物
塑
造
に
勉
む
る
な
り
、
余
は
休
憩
中
に
其
室
に
入
り
た
る
事
な
れ
ば
、
ニ

少
女
も
帯
を
解
き
た
る
ま
4

、
衣
を
纏
ひ
居
た
り
し
が
、
外
束
人
に
は
、
容

易
に
宜
習
中
は
、
参
観
せ
し
め
ず
と
い
ふ
、
然
も
あ
る
べ
し
、
余
は
其
受
持

数
師
藤
田
文
蔵
氏
に
面
し
、
氏
よ
り
諸
種
の
説
明
を
聴
き
模
型
を
見
居
る
こ

と
十
分
時
に
し
て
、
火
氣
の
密
閉
の
為
め
に
、
長
く
止
ま
る
能
は
ず
し
て
、

其
室
を
出
で
ぬ
、
室
内
の
温
度
は
、
華
氏
の
七
十
度
を
示
し
賞
習
の
際
、
少

女
は
十
五
分
若
く
ば
二
十
分
時
侮
に
、
休
憩
す
る
と
い
ふ
。

夫
よ
り
二
階
に
昇
り
、
四
年
生
の
卒
業
製
作
品
を
霊
き
っ
A

あ
る
、

赦
室
に
入
る
、
此
所
に
は
、
寺
崎
廣
業
、
下
村
観
山
の
二
将
あ
り
、
今
や
生

日
本
聾
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徒
の
霊
き
し
人
物
家
屋
に
向
て
、
批
評
加
筆
し
つ

4
あ
り
、
此
を
辞
し
て
階

下
に
降
り
、
廊
下
を
表
に
進
み
て
、

一
年
生
の
日
本
霊
敦
室
に
入
り
、
生
徒

の
質
習
を
観
る
、
其
聾
く
所
各
異
り
、
或
は
太
鼓
、
或
は
笙
笛
琴
と
、
賀
物

を
坐
の
中
央
に
置
き
、
四
周
よ
り
之
を
視
て
、
猪
意
に
聾
く
、
筆
端
精
緻
、

余
の
如
き
粗
放
な
る
脳
漿
に
て
は
、
到
底
三
日
と
績
く
も
の
に
あ
ら
ず
、
練

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

習
か
性
質
か
余
之
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
随
分
面
倒
臭
き
仕
事
な
る
か
な
。

器
物
窯
生
を
観
了
り
て
、
更
に
西
洋
木
炭
聾
室
に
行
く
、
石
骨
細
工
の
人

頭
、
立
像
多
く
陳
列
せ
ら
れ
、
生
徒
は
思
ひ
々
々
に
、
之
を
霊
く
、
透
か
し

視
る
も
の
あ
り
、
離
れ
て
視
る
も
の
あ
り
、
仰
ぐ
も
の
俯
す
も
の
、
体
を
傾

く
る
も
の
、
殆
ん
ど
名
状
す
べ
か
ら
ず
、
此
所
を
去
り
て
、
食
堂
に
出
づ
れ

ば
、
同
所
に
は
、
幾
多
の
懸
賞
圏
案
排
列
せ
ら
れ
、
千
葉
縣
教
育
會
の
功
彰

メ
ダ
ル
案
も
其
中
に
あ
り
き
。

食
堂
の
次
な
る
室
は
、
豫
科
二
年
生
の
草
花
窟
生
に
し
て
、
岡
田
秀
氏
の
監

督
す
る
所
、
生
徒
或
は
柳
菜
種
に
蜜
く
あ
り
、
或
は
椿
梅
を
眺
む
る
あ
り
満

室
殆
ん
ど
花
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
又
緑
な
ら
ざ
る
は
な
し
、

此
中
に
在
り

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

て
、
数
授
を
執
る
教
師
其
人
の
愉
快
と
、
女
子
赦
育
に
携
は
る
人
々
の
一
生

0

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

こ
そ
、
賞
に
架
し
け
れ
、
夫
よ
り
進
み
て
次
な
る
室
に
入
れ
ば
、
此
所
に
は

二
十
四
五
歳
斗
り
の
姉
人
あ
り
、
小
高
き
圃
棗
の
上
に
坐
し
て
、
モ
デ
ル
と

な
り
、
生
徒
左
右
よ
り
之
を
園
ん
で
窯
生
せ
り
、
頭
髪
は
銀
杏
返
し
に
し

し
か
し
な
が
ら

て
、
人
品
も
餘
り
賤
し
か
ら
ざ
り
し
、
乍
併
余
は
別
段
此
婦
人
に
向
て
、
讚

辟
を
呈
す
る
な
ど
A

の
慾
心
は
、
毛
頭
も
な
き
こ
と
に
て
、
唯
生
徒
の
熱
心

に
之
を
眺
め
、
｛
島
生
に
努
む
る
を
賞
す
る
の
み
、

此
所
を
辟
し
て
次
な
る
室
に
入
れ
ば
、
此
は
三
年
生
の
数
室
に
し
て
、
或
は

熊
を
模
窟
す
る
あ
り
、
或
は
鶏
の
幅
を
手
に
せ
る
あ
り
、
壁
間
に
は
伊
賀
光

雅
の
武
具
を
着
け
た
る
武
者
籍
あ
り
、
下
村
観
山
の
監
督
に
係
る
と
岡
田
氏

言
ふ
、
夫
よ
り
二
階
を
下
り
て
、
彫
刻
科
の
本
山
と
も
い
ふ
べ
き
塑
造
室
に

入
る
、
此
所
に
は
、
一帝
室
技
藝
員
に
し
て
同
校
教
授
た
る
、
高
村
光
雲
氏
控

ヘ
居
り
、
余
が
案
内
者
た
る
辻
村
氏
と
其
室
に
入
る
や
、
翁
は
莞
爾
と
し
て

笑
ひ
、
温
乎
た
る
其
容
を
向
け
、
先
‘
、
つ
互
に
一
應
の
名
乗
り
を
な
し
、
翁
の

説
明
を
聴
く
諄
々
と
し
て
倦
ま
ず
、
翁
彫
刻
に
到
す
る
意
見
を
述
ぶ
る
事

審
ら
か
な
り
、
余
は
他
日
を
期
し
其
高
見
を
敲
か
ん
と
す
れ
ば
、
詳
細
を
聴

く
の
暇
な
く
生
徒
が
老
婆
の
モ
デ
ル
賓
習
を
凝
視
し
た
り
、
此
老
婆
は
年
齢

七
十
歳
位
に
し
て
、
顔
面
波
を
泄
へ
形
容
枯
稿
せ
り
と
雖
も
、
元
氣
能
く
見

え
た
り
、
老
婆
は
椅
子
に
腰
を
掛
け
、
生
徒
は
油
土
を
以
て
熱
心
に
塑
造
せ

0

0

0

 

0
 

0
 

0

0

O

 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

り
、此
技
に
長
ず
る
に
非
ざ
れ
ば
決
し
て
彫
刻
に
巧
み
な
る
こ
と
能
は
ず
と
。

余
は
辻
村
氏
に
伴
は
れ
て
、
翁
の
許
を
辞
し
、
夫
よ
り
廊
下
を
通
り
て
、
別

建
物
の
二
階
に
昇
り
、
圏
案
科
に
至
る
、
同
所
に
は
、
千
頭
庸
哉
氏
あ
り

て
、
第
五
回
内
國
勘
業
博
覧
會
の
噴
水
器
の
岡
を
引
け
り
、
其
隣
室
に
は
、

漆
工
科
の
生
徒
あ
り
て
図
案
に
意
匠
を
凝
ら
せ
り
、
其
傍
ら
に
は
、
大
な
る

花
瓶
に
梅
花
を
挿
み
て
、
香
氣
骸
郁
、
人
衣
を
襲
ふ
の
想
あ
ら
し
む
、
余
は

漆
工
科
生
徒
の
圏
案
科
に
赴
き
し
、
其
休
課
時
間
に
際
し
、
受
持
赦
師
辻
村

氏
の
案
内
を
得
た
る
は
、
余
の
大
に
悦
ぶ
所
な
り
、
叉
参
観
中
余
に
便
宜
を

興
へ
ら
れ
た
る
諸
氏
に
向
て
、
謝
意
を
表
す
。

余
性
撲
質
、
書
粛
の
嗜
好
な
し
、
今
日
斯
道
の
熱
心
家
の
唱
ふ
る
美
と
は
、

如
何
な
る
も
の
を
指
す
か
、
美
術
の
進
歩
と
は
、
如
何
な
る
貼
よ
り
何
な
る

階
級
に
進
み
し
を
い
ふ
か
、
柳
か
疑
な
き
能
は
ず
、
又
教
授
上
に
於
て
も
、

個
人
数
授
が
、
果
し
て
世
を
盆
し
、
斯
界
を
改
一
艮
す
る
偉
人
を
生
ず
る
法
な

り
や
、

マ
イ
ケ
ル

、
ア
ン
ゼ
ロ
容
易
に
作
り
出
す
べ
き
か
、
園
隊
教
授
は
、
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る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み

⑤

教
師
お
よ
び
授
業

『
美
術
旬
報
』
に
明
治
三
十
五
年
入
学
、
同
四
十
年
彫
刻
科
卒
業
と
思
わ
れ

る
人
の
教
師
や
授
業
に
関
す
る
回
想
記
が
載
っ
て
い
る
の
で
転
載
す
る
。
前
半

は
第
百
五
十
七
号
（
大
正
七
年
四
月
十
九
日
）
に
、
後
半
す
な
わ
ち
「
◎
デ
ッ
サ
ン

の
時
に
」
以
下
は
第
百
五
十
八
号
（
同
年
五
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
〔
〕

は
編
者
に
よ
る
補
足
ま
た
は
訂
正
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に

言
え
ば
、
こ
の
年
度
の
彫
刻
科
生
徒
は
小
倉
右
一
郎

．
勝
尾
準
太
郎

・
加
藤
直

泰
・

武
田
築

・

中
村
武
平
•

藤
井
浩
祐
•

吉
田
祥
三

•

吉
田
政
一
•

朝
倉
文
夫

（
撰
科
）
、
池
田
勇
八
（
同
）
、
佐
野
長
吉
（
同
）
で
あ
る

十
五

年

前

の

美

術

學

校

生

活

黒

風

◎
私
が
美
術
學
校
へ
入
學
し
た
の
は
三
十
四
五
年
頃
で
し
た
。
其
頃
の
學
校

は
勿
論
奮
館
で
あ
っ
て
、
今
は
市
幅
改
正
の
為
に
ス
ッ
カ
リ
愛
つ
て
し
ま
つ

〔
マ
マ

〕

た
。
回
顧
す
れ
ば
十
五
六
年
、
前
地
方
の
學
校
を
出
た
て
の
田
舎
者
が
、
始

め
て
上
野
廣
小
路
か
ら
公
園
に
や
つ
て
来
た
時
に
は
、
流
石
は
我
図
美
術
の

最
高
學
府
に
所
あ
り
と
思
っ
て
宜
に
嬉
し
か
っ
た
。
年
頃
此
學
校
へ
入
學
せ

〔
あ
こ
が
れ
〕

ん
も
の
と
憧
憬
て
ゐ
た
の
も
営
然
な
理
想
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
。
で
も
入
學

し
て
見
る
と
其
頃
は
瑕
入
學
と
云
つ
て
塑
造
と
、
木
炭
聾
と
、
日
本
霊
と
を

一
週
間
宛
習
ふ
の
で
あ
っ
た
。
木
炭
霊
は
岡
田
〔
三
郎
助
〕
先
生
で
洋
行
蹄

〔
お
お
も
て

〕

り
の
ホ
ヤ
／
＼
で
生
徒
に
大
持
で
あ
っ
た
。
先
生
も
其
頃
は
ま
だ
若
く
フ
ラ

旋
（完）

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

o
 O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

之
を
施
し
難
き
も
の
な
る
か
、
是
須
ら
く
数
育
上
妍
究
を
要
す
べ
き
大
問
題

0

0

 

0

0

 

な
り
と
す
、
此
等
の
事
は
追
て
他
日
に
譲
り
今
は
唯
見
聞
の
一
端
を
記
述
せ

ン
ス
蹄
り
の
ハ
イ
カ
ラ
で
、
色
は
白
く
、
頭
の
毛
は
綺
麗
に
分
け
て
水
の
垂

れ
る
様
な
立
派
な
男
振
り
で
あ
っ
た
。
誰
で
あ
っ
た
か
数
室
の
中
で
口
笛
を

吹
い
て
叱
ら
れ
た
事
が
あ
っ
て
、
恐
し
く
威
骰
の
あ
る
一艮
先
生
と
思
っ
た

が
、
今
は
年
の
せ

い
か
白
髪
が
髯
に
ま
で
見
へ
て
来
て
昔
日
の
悌
が
ト
ソ
ト

な
く
な
ら
れ
た
。

◎
塑
造
の
先
生
は
黒
岩
〔
淡
哉
〕
先
生
で
、
色
の
員
黒
い
梵
蛙
の
様
な
顔
を

し
て
、
静
か
に
薄
氷
を
踏
む
様
な
足
取
り
で
ス
ー
ツ
と
数
室
へ
這
入
っ
て
来

る
の
で
茶
目
連
は
大
に
閉
口
し
た
が
、
然
し
叱
言
は
決
し
て
云
は
ず
、
何
時

も
む
つ
り
と
し
て
居
て
苦
縁
を
噛
殺
し
た
様
な
面
を
し
て
居
て
候
入
學
中
は

一
度
も
先
生
の
言
葉
を
聞
た
事
が
無
っ
た
。
只
廻
つ
て
来
て
直
し
乍
ら
上
手

い
と

ニ
―-E
云
ふ
位
が
開
の
山
で
決
し
て
物
を
云
は
ぬ
人
で
後
に

「人
魂
」
と

綽
名
が
附
い
た
も
の
だ
。
然
し
好
き
な
先
生
の
一

人
で
あ
っ
た
。
今
は
大
阪

下
り
を
や
っ
て
居
る
が
江
戸
兒
で
食
道
楽
の
先
生
だ
っ
た
。
尤
も
其
外
に
も

道
架
が
在
る
、
そ
れ
は
何
で
も
四
十
年
頃
で
あ
っ
た
ら
う
、
博
覧
會
や
何
か

で
先
生
大
分
懐
中
が
暖
く
な
っ
た
の
で
、
例
の
江
戸
兒
氣
質
が
じ
ゅ
っ
と
し

て
居
ら
れ
ず
、
池
の
端
邊
へ
時
々
遊
び
に
出
懸
け
た
が
、
奥
様
へ
の
口
宜
に

困
り
、
丁
度
其
時
玉
賓
堂
の
文
珠
様
を
作
っ
て
居
た
の
で
、
三
晩
も
流
連
し

て
居
た
申
繹
を
彼
の
無
口
の
先
生
の
重
い
口
か
ら
、
質
は
奈
＿
艮
に
文
珠
様
を

見
に
行
っ
て
居
つ
た
と
の
苦
し
い
云
諜
は
、
其
先
生
よ
り
は
傍
で
聞
い
て
居

っ
た
某
氏
は
、
飛
ん
だ
池
の
端
の
文
珠
様
に
御
通
夜
を
し
て
ゐ
た
の
に
と
可

笑
し
く
つ
て
腹
を
痛
く
し
た
そ
う
だ
。

◎
日
本
霊
の
方
は
〔
荒
木
〕
寛
畝
先
生
や
、

〔川
端
〕
玉
章
先
生
が
時
々
見

え
た
。
外
に
―
二
の
助
手
先
生
も
廻
つ
て
来
た
。
寛
畝
先
生
は
童
顔
白
髯
の

大
男
で
老
大
家
と
云
ふ
風
采
、
玉
章
先
生
の
方
は
田
舎
育
ち
の
私
共
に
も
へ
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